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武庫川女子大学言語文化研究所年報 第16号（2004）
言語文化研究所活動の概要
１．2004年度の調査研究
１ マスコミ報道の表現と表記に関する調査研究
この研究の目的は、マスコミ報道で使われていることばを調査すること
によって、日本語における問題点を探ることにある。マスコミで使われる
ことばは、一面では一般の日本語の姿を映すと同時に、また、一般に与え
る影響力も大きい。マスコミにおける言語使用の実態を調査研究すること
によって、日本語の現状を考える基礎データを得ようとするものである。
今年度は、健康を扱った雑誌を調査対象とした。「健康とことば」をテー
マにして、どういった話題が健康雑誌のテーマとなるのか、身体のどの部
位を取り上げているか、雑誌によって出現する語に違いがあるかという視
点で調査分析を行った。その結果については、りぽーと20号で「健康っ
てなんですか」というタイトルで報告した。
２．2004年度の刊行物等
１ 言語文化研究所年報第15号
言語文化研究所開設15周年記念号とした。1994年度の創刊以来、年２回
のペースで発行を続けている「りぽーと」をまとめたものである。過
去に「りぽーと」で取り上げたテーマを大きくまとめて、おもに、「ジェ
ンダーとことば」、「雑誌とことば」にかかわる10本を掲載して刊行した。
佐竹秀雄・岸本千秋 現代のことばから見えてくるもの
２ 研究レポート（りぽ一と）19号・20号
2004年度に開催した言語文化セミナーの報告と、健康雑誌のデータをも
とに語彙調査を行った結果とを報告した。各号のタイトルと内容は、次の
通り。
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第19号 外来語とどう付き合うか
「第23回ことばフォーラム」を、国立国語研究所と共催した内容につ
いて掲載した。講師の相澤正夫氏（国立国語研究所）、陣内正敬氏
（関西学院大学）、佐竹秀雄（本研究所長）の発表内容をまとめたも
のである。詳細は、「３．言語文化セミナーの開催」に記す。
第20号 健康ってなんですか
健康に関する雑誌、『きょうの健康』『壮快』『ゆほびか』の３誌、そ
れぞれ６か月分（2004年１月～６月）を資料として語彙調査を行った
結果報告。分析の視点は、①どういった話題が健康雑誌のテーマとな
るのか、②身体のどの部分を取り上げているのか、③その他どのよう
な語が健康や医療に関する語として使われているのか、そして、④雑
誌によって語の出方に違いがあるのかどうかの４点である。①の健康
に関するテーマとは、具体的には、病気や病気の原因となるものや健
康法に関する語であり、「頭痛」「血圧」「肩こり」「脂肪」「シワ」の
５語が３誌に共通して高頻度で出現した。②の身体部位にかかわる語
としては、「皮膚」「首」「全身」「骨」の４語が３誌に共通して高頻度
で出現した。③の健康や医療にかかわる語では、「症状」「病気」「痛
み」「薬」「体」「治る」の６語が３誌に共通して高頻度で出現した。
３．言語文化セミナーの開催
2004年11月６日（土）午後２時から、本学館において、「第23回こと
ばフォーラム」を開催した。例年の「言語文化セミナー」の拡大版であり、
本研究所と国立国語研究所との共催である。
国立国語研究所は、外来語の言い換え案を発表しており、その発表内容に
ついて、一般の人々に説明する機会を設けている。その説明を関西で行うに
あたり、言語文化セミナーに合わせて実施したものである。
セミナーの前半は、講師３人の発表が行われた。
相澤正夫氏（国立国語研究所）は、国立国語研究所の外来語委員会委員で
あり、外来語の言い換え提案に実際にかかわっている立場から、次の３点に
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ついて述べられた。１点目は、「言い換え提案は、言い換え語の一覧だけが
提案ではない」ということ。新聞などのメディアでは、言い換え語が一覧表
によって示されているだけであり、解説には時として辛らつな内容がある。
しかし、言い換え提案の趣旨と、提案を利用する際の留意点とをきちんとふ
まえてほしいというもの。２点目は、言い換え語の提案は、「外来語定着度
調査」「全国調査」「自治体調査」の三つの科学的な調査データに基づいてお
り、この調査研究から得られたデータによって、提案は支えられているとい
うこと。３点目は、「ことばの分かりにくさは、外来語だけの問題ではない」
ということ。大切なことは、受け手に配慮した分かりやすいことば遣いを工
夫することであり、ことばの分かりにくさは、外来語だけの問題ではないと
された。
陣内正敬氏（関西学院大学）も、国立国語研究所の外来語委員会委員であ
り、「外来語を育てよう」という立場で次の３点について述べられた。一つ
は、外来語を駆除、排斥の対象とするのではなく、ことばの生態系として、
和語・漢語・外来語のバランスをうまくとりながら、それぞれの棲み分けを
図っていくことが望ましいということ。一つは、新しい外来語ばかりに目移
りして、むやみに用いるのではなく、和語や漢語、あるいは日本語の中にな
じんだ外来語を活用すべきであり、外来語の増加スピードを調整しながら、
増加のゆるやかな変化を実現することが大切であるこということ。最後に、
外来語の言い換え提案を考える際の苦悩について触れられた。外来語には、
「宝石箱効果（カセット効果）」というものがあると言われる。きらきらと
魅力的に映り、自分でも使ってみたくなるというものであるが、分かりやす
さの点からすると、言い換え語の方が適している。しかし、言い換え語の中
には、耳で聞いただけでは意味が分からない語があるのも事実であり、外来
語のもつ魅力と、言い換え語の分かりやすさとの関係をどのようにとらえる
べきか、悩ましい点であるとされた。
最後の発表は、本研究所長の佐竹秀雄が行った。佐竹は、「暮らしの中の
外来語」というテーマで、まず、新聞の面ごとにおける外来語の出現率一覧
を具体的な数値で示した。そして、外来語の使われ方は、新聞の面による違
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いが大きいという結果から、外来語をひとくくりにして考えてはいけないこ
とを指摘した。また、外来語使用の問題点は、外来語が新しくておしゃれだ
から使う、といった感覚的な使用にあるとした。では、今後、外来語とどの
ように付き合っていけばいいかという点については、一般人の潜在下にある
外来語崇拝をなくすことが必要であり、外来語を使うときには、コミュニケー
ションの道具として適切かどうかを考えることが大切であると述べた。
後半は、参加者から寄せられた質問に対して、講師３人と司会者とがそれ
ぞれの立場から回答を行ったり考えを述べたりして、盛会の内に幕を閉じた。
学外からは、倶楽部会員、日本語研究者などの参加が100名を超えた。ま
た、セミナーの翌日、岩手県の滝沢村立滝沢第二小学校の６年生から、セミ
ナーの内容を教えてほしいとのファクシミリが届いた。ことばに興味をもつ
小学生に、研究所の活動が役立ったことをうれしく思う。
４．委託研究
2004年６月、当研究所は、株式会社日本統計事務センターから「インター
ネットを利用した日本語文章作成力トレーニングコンテンツの開発」という
題目で研究を委託された。研究の内容は、ビデオオンデマンド・
（ 	
 ）など、インターネットを利用して、大学生や社会
人向けの日本語文章作成能力を鍛えるためのトレーニングコンテンツを開発
することである。
研究期間は２年間で、１年目の今年度の目標は、大学における、文章作成
力を養うことを目的とする科目の授業で実際に使える内容の構築である。１
年目が終了した時点で、ほぼ計画通りのものができた。
その内容の一部を、この年報に報告として掲載している。
５．事務報告
１ 組織
所 長：佐竹 秀雄（文学部日本語日本文学科教授）
助 手：岸本 千秋（言語文化研究所非常勤助手）
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武庫川女子大学言語文化研究所年報 第16号（2004）
ウェブ日記文体の計量的分析の試み
岸 本 千 秋
１．はじめに
１ 橋元他（2000）では、ホームページにおける日記掲載頻度を日米中の３国で比較
し、日記を掲載したホームページの比率は日本が最も高いことを示している。
1990年代後半からインターネットの急速な普及が始まり、パソコンを操作
するだけで、さまざまな情報を受信・発信できるようになった。インター
ネットは、その利用者数が2005年２月時点で7,007万人を超えており、2005
年12月には7,372万人に達すると予測されている。また、個人がホームペー
ジを開設していることなどからもうかがえるように、現代の生活に深くかか
わっていると言えよう。
手軽で身近な存在となったインターネットは、多くの情報を瞬時に得るの
に非常に便利であると同時に、きわめて個人的な情報を発信することにも利
用されている。たとえば、個人が開設しているホームページのコンテンツに
は、趣味に関する話題や写真などの他に日記が掲載されている場合が多くあ
る１。また、個人の日記ばかりを集めたサイトや日記を書く場所を提供して
いるサイトもあり（つまり、個人でホームページを作成しなくてもインター
ネット上に日記を書き、公開できる）、そこでは、一個人の日々の生活が赤
裸々とも言えるほどに語られている。
これら、インターネット上に公開されている個人の日記（以下、ウェブ日
記）に見られる文章は、明らかに一般的な文章スタイルとは異なっており、
話しことば調のものが多く見受けられる。また、手書き文字とは異なり、独
特の表記が認められる（例１、例２）。たとえば、（^ .^）・m(_ _)m などのフェ
イスマーク（顔文字）や、♪・★などの記号、また、（爆）（おぃ）のような
カッコ付き文字である。これらの記号類は、従来の書きことばには見られな
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かったものであり、ウェブ日記の文体的特徴に大きく関係しているものだと
考える。
【例１】
あはん、新年おめでとうございます m(_ _)m
実はいまは年末年始ゆうめいとなんてやってたり＾_＾;;
しかもなぜか電話受付とか簡単な事務に回されてへとへとでふ…＿|‾|●
なんで客っつーだけであんなにも態度でかいかねぇ、一般市民ふぜいめが（爆）
でもまたこのバイトおわったら新しいのさがさないとにゃぁ…。
誰か雇って｡･ﾟﾟ･(>_<)･ﾟﾟ･｡
【例２】
明日から日曜日の夜まで300キロ離れた彼氏の家（←一人暮らし）にいってき
ますw
いや～会うのホント久々♪
なので明日から約３日間、楽しんできます☆
いい思い出いっぱい増やして、今度会うときまで何回も何回も思い出して、幸せ
な気分でいられるようにね wゞ(≧ε≦o)ブブブ
ここまで書いてて自分でふいちゃったよ(o_ _ ）ノ彡☆ギャノヽノヽ ノヽ ノヽ !!
ノヽ ン゛ノヽ ン゛！
まぁそー言うことでまた次回お会いしましょう☆ヾ(=・ω・=)o☆ﾊﾞｲﾊﾞｲ☆ヾ(=・ω・=)o
本稿は、ウェブ日記がどのような文体的特徴をもち、それがどのような量
的構造となって反映されているのかを、計量的に調査、分析する。中でも
ウェブ日記における記号の使われ方をその機能によって分類し、その分類に
基づいて使用傾向の分析を行うことに中心をおく。つまり、文体を表記の視
点からとらえることを試みることを目的とするものである。
２．調査対象
調査対象とする日記サイトは、「レンタル日記『さるさる日記』」（
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	
）であり、その登録者のうち19歳から22歳の書き手に限定
した。登録者はこの年代が最も多いからである（2003年３月現在）。調査対
象をとらえるにあたり、できるだけ多くのデータ収集に努めた。また、書き
手によるかたよりをなくすため、男女の比と１人当たりのデータ量とに留意
した。その方法として、標本抽出法の層別抽出法によることにし、登録者の
層別として男女の別に分けた。19歳から22歳の登録者数は、女１に対して男
1.15の割合になっている（2003年12月現在）。そこで、抽出する人数及び文
字数の比率を、女１対男1.15～1.20となるように設定した。
まず、書き手１人につき１日～３日分２の日記をデータベースに取り込ん
だ。この際、データベース１レコードに日記文１センテンスが取り込まれる
ようにした。具体的なデータの数値は表１の通りである。
表１ データ
調 査 日 人 数 文 字 数 対象データ
女（19歳～22歳） 2004年１月 486人 200,514 8,151文
男（19歳～22歳） 同上 597人 222,679 8,631文
調査時点での19歳～22歳の全登録者数：8,002人
調査時には登録者が年代別に分類されていたが、現在はなされていない。
３．調査概要
表１の対象データについて、品詞、語種、文長、字種の４項目について分
析を行った。品詞と語種とは自立語相当のもの、文長は文字数について調べ
た。これらの結果の数値が、一般的な文章とどのくらい相違しているのかを
見るために、新聞の投書欄に掲載された文章を比較データとして示すことと
する。
２ 日数に幅があるのは、書き手一人当たりの文章量の差を少なくするためである。
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４．調査結果
４．１．品 詞
表２ 品詞の比率（％）
名詞 動詞 形容詞 形容動詞 副詞 連体詞 接続詞 感動詞
ウェブ日記〈女〉 41.9 31.8 5.1 2.8 13.1 1.7 2.2 1.4
ウェブ日記〈男〉 46.5 31.1 5.4 2.9 7.7 2.0 2.4 2.0
新聞の投書 55.5 31.6 3.3 2.3 3.9 2.1 1.2 0.1
(参考)話しことば＊ 40.9 24.4 5.4 2.4 12.2 1.6 3.8 9.4
＊『図説日本語』より発表者が表形式に並べ替え。
（『談話語の実態』（1955，国立国語研究所報告８，秀英出版））
まず、ウェブ日記における名詞の値の低さが注目される。新聞の投書に比
べて、ウェブ日記＜女＞では約15％、ウェブ日記＜男＞では約10％も低い結
果となった。また、形容詞、副詞、接続詞、感動詞の値は、新聞の投書より
ウェブ日記＜女＞＜男＞の方が高くなっている。名詞は、文中の骨組みを表
すはたらきをするが、話しことばでは、それらをわざわざ示さなくても話の
流れで理解できることが多い。それよりも、修飾のはたらきをする形容詞、
副詞が多く使われていると考えられる。また、話し手の感動や喜び、呼びか
けを直接的に表す感動詞も話しことばでは多くなる。接続詞は、文の長さと
関係すると言える。表４の文長の箇所でも示しているが、ウェブ日記は一般
的な文章に比べて１文が短い。つまり、短い文を接続詞で連続させて文章を
構成しているのである。
ウェブ日記は書きことばであるが、品詞比率からは、話しことばに近い姿
であることが確かめられた。つまり、ウェブ日記が話しことばに近い調子で
書かれているということである。また、ウェブ日記の女と男との差が大きい
ものは、名詞と副詞であり、男よりも女の方がより話しことばに近い文章を
書いていると言える。
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４．２．語 種
表３ 語種の比率（％）
漢 語 和 語 外来語 混種語 その他＊＊
ウェブ日記〈女〉 19.8 70.2 5.3 1.0 3.8
ウェブ日記〈男〉 26.5 62.4 7.3 0.7 3.1
新聞の投書 46.4 48.2 2.8 0.3 2.3
＊＊人名・地名などの固有名詞
次に、語種比率を表す。新聞の投書に比べて、ウェブ日記は、漢語の値が
低く、和語、外来語、その他の値が高いことが見てとれる。ウェブ日記
＜女＞の漢語の値は、新聞の投書の半分以下の値であり、＜男＞の方も約13
％低い。反対に、和語の値は、ウェブ日記＜女＞が約15％、＜男＞が約８％
高い値となっている。この結果も、ウェブ日記の文章が日常の話しことばに
近いものであることを示している。
ウェブ日記は、インターネットを利用した書き物であるため、自然とコン
ピューター関連のことばが多くなり、結果として外来語が多くなっているの
であろう。また、その他の固有名詞が多いのは、書き手の身辺に起こったこ
とがらを綴っているために、「どこで」とか「だれが」などの情報が多く盛
りこまれているためだと考えられる。
４．３．文 長
表４ 文長（文字数）
ウェブ日記〈女〉 ウェブ日記〈男〉 新聞の投書
文字数平均 24.7 25.8 48.6
１文における文字数によって、文の長さを調べた。ウェブ日記の文長は、
男女とも新聞投書欄のおよそ半数しかない。一般に話しことばは、書きこと
ばに比べて省略が多く、１文が比較的短いという特徴がある。つまり、ウェ
ブ日記の文長の短さは、話しことばの特徴を反映したものだと言えよう。
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４．４．字 種
表５ 字種の比率（％）
漢 字 平仮名 片仮名 数 字 英 字 記 号☆
ウェブ日記〈女〉 21.5 60.5 7.4 0.7 1.2 8.6
ウェブ日記〈男〉 23.4 57.7 7.9 1.2 1.8 8.1
新聞の投書 33.8 54.2 4.1 0.0 0.1 7.6
☆連続しているものはまとめて１とカウントした。
（）??? !!!! ☆★☆ などはカウント１
３ 大島一雄（1998年）
最後に、字種比率について示す。ここでも新聞投書欄とウェブ日記とは、
違った様相を呈している。ウェブ日記は、新聞投書欄に比べて漢字の値だけ
が低く、その他の項目はすべて高い値となっている。やはり、一般的な書き
ことばとは異なり、話しことばに近い文章だと言えるだろう。片仮名の値が
高いのは、次のような理由によるものと考えられる。表３の語種で示したよ
うに、新聞の投書欄に比べてウェブ日記は外来語が多く、また、「本当」→
「ホント」、「嫌い」→「キライ」、「こと」→「コト」などのように、通常、
漢字や平仮名で書くべき語についても、片仮名表記を選択されている場合が
多い。そのため、ウェブ日記では、片仮名の値が高くなったと考えられる。
英字や数字も新聞投書欄に比して多くなっている。大島一雄は、その著書
で、「ある文章が日記でありうるためには＜日付け＞が必要とされる。」と述
べているが３、ウェブ日記でも、「○月△日に～～があった」のように日付
けを特定して述べている文章は少なくない。英字に関しては、書き手の周辺
人物をイニシャルで表したりホームページのアドレスを載せたりしているこ
とが多い。そのために数字、英字の値が高くなったのであろう。
さて、冒頭でも述べたように、ウェブ日記には、従来の書きことばには見
られなかった記号類が頻繁に出現する。一般的な書きことばにおいて比較的
目にしやすい「！」や「？」などであっても、ウェブ日記では、「！！！！！」、
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「？？？？？」のように、複数個が連続して使用される場合があり、明らか
に通常の使用方法とは異なっていると言える。そして、カッコ付き文字（爆）、
（謎）、フェイスマーク（顔文字）（^-^; 、＝□○_、その他の記号♪、☆な
どにいたっては、一般の書きことばにはほとんど見受けられなかったもので
ある。そこで、以下では、記号類についてさらに細かく分類し、それぞれの
記号が果たす機能について考えたい。そして、ウェブ日記の文体をとらえる
上で、文章表現だけでなく表記の視点も含めて考える必要があることを指摘
したい。
４．４．１．記号類
表６ 記号類の内訳（％）
基本的役割 名 称 例
日記
〈女〉
日記
〈男〉
新聞の
投 書
カッコ付き文字 （笑）（爆）（涙）など 4.2 3.1 0.0
ウェブ記号
★
表現意図 フェイスマーク
m(_ _)m
(^^)/～～～
など 1.7 2.0 0.0
その他 ♪ ☆ など 2.4 1.8 0.0
句点 。 ． 39.8 39.0 26.8
読点 、 ， 26.7 27.9 53.6
区 切 り
括弧類
（ ）「 」『 』【 】
など
9.6 11.6 16.2
中黒 ・ 1.7 1.4 1.5
従来型記号
その他 ＆■◎○△など 1.7 1.9 1.1
波ダッシュ ～ 2.9 2.4 0.0
エクスクラメーション・
クエスチョンなど ！ ？ など 9.0 7.9 0.3
表現意図
三点リーダ … 8.6 7.8 0.5
★インターネット上の文章などに特徴的に見られる記号類を指す
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まず、ウェブ日記に現れた記号類を、大きく２つに分類する。ひとつは、
従来の一般的な文章にも見られる句点、読点などの記号類で、これらを「従
来型記号」とする。もうひとつは、カッコ付き文字、フェイスマーク（顔文
字）などであり、これらを「ネット記号」と名付ける。「ネット記号」の各
種は、一般的な文章ではほとんど目にすることがなく、おもにパソコンを使
用して作成する文章、とくにインターネット上に公開されている文章やメー
ルなどに多く見受けられる。これらの記号類について、それぞれの出現割合
を表６に示す。なお、ウェブ日記には、従来型記号が複数回連続した形（た
とえば、！！！！！！や？？？？？？？や。。。。。。。。。など）が非常に多く出現
するが、これらについては、連続した形全体をひとまとまりとし、頻度１と
カウントした。また、連続した形は、ウェブ日記に特徴的なものであるが、
その機能は、基本的に「従来型記号」と同じととらえ、「従来型記号」に含
めた。
網掛けにしているのが高い数値の方である。一見して、ウェブ日記の方が、
より多くの種類を高頻度で使用していることが分かる。「ネット記号」につ
いては、当然のことながら一般的な文章である新聞投書欄にはまったく登場
しない。波ダッシュ（～）、エクスクラメーション（！）、クエスチョン（？）、
三点リーダ（…）などの記号類も、ウェブ日記の方がかなり高い値を示し
ている。つまり、ウェブ日記は、さまざまな記号を数多く使用しながら綴ら
れた文章であると言える。
「従来型記号」の中で目を引くのは、ウェブ日記におけるエクスクラメー
ションとクエスチョン、三点リーダの値の高さである。一般的に、エクスク
ラメーションやクエスチョンは、書き手の驚きや感動、命令、呼びかけ、ま
た、問いかけや疑問などの強い調子を表し、三点リーダは、語句を言いさし
て余韻をもたせる働きがある。これら書き手の感情や意図を表す記号を多用
することもウェブ日記の大きな特徴であると言える。
一方、新聞投書欄の方の値が高いのは、読点と括弧類である。読点は、表
５に示した文長と関係がある。ウェブ日記の文章は、一文の平均文字数が約
25文字と少なく、新聞投書欄の約半分である。つまり、ウェブ日記の文章は、
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一般的な文章に比べて短い文で構成されており、必然的に句点が多くなるこ
とになる。また、一文が短いために読点が少なくなる。さらに、ウェブ日記
の文章は、本来読点が打たれるべき箇所に打たれていない文章も数多い。こ
れらのことが読点の値の低さに関係していると考えられる。
４．４．２．記号類の意味と機能
表７ 記号類のはたらき
分 類 基本的役割 名 称 例 備 考
カッコ付き文字 （笑）（爆）（涙）など “？”幾通りもの解釈が可能
ウェブ記号 表現意図 フェイスマーク
m(_ _)m
(^^)/～～～
など “？”幾通りもの解釈が可能
その他 ♪ ☆ ｗ v など “？”幾通りもの解釈が可能
句点 。 ． 文末
読点 、 ， 文構造
括弧類
（ ）「 」『 』【 】
など
コメント、注釈、会話、
引用語、書名、作品名
区 切 り
中黒 ・ 行頭（項目立て）、並列、同格
波ダッシュ ～ 区間、数値の幅、言いさし、のばす音
従来型記号 その他 ■◎○△＆など 行頭、並列など
圏点
　

　

　

　
 語句の強調
目立たせ 傍点
　

　

　

　
 語句の強調
下線（傍線） 　　　　 語句の強調
エクスクラメーション ！ 驚き、感動、命令、呼びかけなどの強い口調
表現意図 クエスチョン ？ 疑問、質問、問いかけ
三点リーダ … 語句を言いさして余韻をもたせる、沈黙
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このように、「ネット記号」と「従来型記号」とは、文章の違いによって
出現するさまが異なっていることが分かった。それは、それぞれの記号が
もっている働きの違いによるものである。そこで、それぞれの記号のはたら
きを一覧にして表７に示した４。表では、各記号の働き・機能を、「基本的
役割」として示している。
４ 佐竹秀雄（2002）及び佐竹秀雄・佐竹久仁子（2005）を参考に作成
「従来型記号」の各種は、その機能が比較的はっきりしている。句点は、
それが使用されれば、その箇所で一文が必ず終わるというという区切りの働
きをし、エクスクラメーション、クエスチョン、三点リーダは、それぞれ、
感動や疑問や言いさしといった、書き手の表現意図を表す役割を担っている
と言える。言い換えれば、書き手と受け手との間で、記号をめぐって伝えた
いことがらに食い違いが起こらない。その記号があれば、文の内容にかかわ
りなく区切りや余韻といった一定の効果が発生する。つまり、「従来型記号」
には、書き手が意図した効果とほぼ同じ効果を読み手に発生させる機能を
もっていると言えよう。
では、一方のウェブ日記はどうだろうか。まず、これらの記号類が書き手
の何らかの表現意図を表しているのであろうということは、推測できる。表
７の分類では、「従来型記号」のエクスクラメーションなども書き手の表現
意図を表す基本的役割があるとした。「ネット記号」各種も同じように書き
手の表現意図を表す記号ではあるのだが、こちらは、書き手と読み手とで解
釈に違いが発生するのではないかと考えるのである。まずは、書き手と読み
手との相違が比較的少ないだろうと思われる例をあげてみる。
１ 看護師さんの中には格好いい人もいらして‥あぁ。目の保養（笑）
２ こんなワタシのつたない日記を読んでくれてありがとね m(_ _)m
１は、かっこいい看護士さんは目の保養だと、書き手の「笑い」を示して
いるか、あるいは、読み手に対してここは笑う箇所なのだと指示しているか
のどちらかであろう。２は、ありがとうという感謝の気持ちを、お辞儀をし
ているフェイスマークにのせて表している。どちらも、書き手が伝えようと
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しているものは、おおよそ雰囲気として読み手に伝わる。これらの例は、
「ネット記号」の中でも、比較的分かりやすい例と言えるだろう。では、次
の例はどうだろうか。
３ ……先生、そういうのを余計なお世話と言います（爆）
４ こんばんは！またまた久しぶりです…（－o－；
５ 巨人、優勝おめでと～～～ってカンジです♪♪
３の場合、文の最後に（爆）を使用することで、書き手は何を伝えようと
しているのだろうか。書き手の「腹立ち」か「とまどい」か「落ち込み」か、
あるいはそれ以外かもしれない。受け手（読み手）は、（爆）について幾通
りもの解釈が可能となり、送り手（書き手）が意図している意味との間にズ
レが生じてしまうことがあるだろう。送り手と受け手との間で（爆）の意味
が一致するとは限らないのである。このことは、４のフェイスマーク、５の
記号についても同様のことが言える。４は、（－o－；というフェイスマーク
によって、あいさつをしている姿を示そうとしているのか、照れた気分を表
そうとしているのか、それ以外なのかが判断できない。５の♪も、浮かれた
気分なのか、祝福する気持ちなのかがはっきりしないのである。つまり、こ
れらの「ネット記号」各種は、用いられ方や意味するところが固定的ではな
く、文に特定の効果を与えるものではないのである。読み手に伝わるものは
あくまで雰囲気であって、これらの「ネット記号」がどのような機能をもっ
ているかは、決してはっきりしておらずむしろあいまいである。一定の決ま
りごとに準じているのではなく、書き手の感覚に沿った使用がなされている
のが「ネット記号」であると言える。
「従来型記号」は、送り手（書き手）によって符号化されたメッセージと、
受け手（読み手）が復号化したメッセージとに大きな相違が起こらず、共通
する一定の解釈が可能である。一方の「ネット記号」は、符号化されたメッ
セージが正確に復号化される可能性はきわめて低い。送り手（書き手）が意
図する内容が受け手（読み手）に伝わらないといったような、コミュニケー
ション上の危険性を伴うものとも言えるだろう。送り手（書き手）が行う符
号化と受け手（読み手）が行う復号化が非対称となってしまう結果を生むの
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が「ネット記号」である。
５．おわりに
以上、品詞、語種、文長、字種の４つの側面から、ウェブ日記の文体を分
析してきた。その結果、ウェブ日記は、すべての項目にわたって話しことば
を色濃く反映した様相を呈していることが数値として明らかになった。その
傾向は、男よりも女の方が強く、感覚に支えられたおしゃべり的な文章とい
う特徴をもっている。そして、字種の調査からは、記号類の使用に大きな特
徴があることが明らかになった。その特徴は、従来の書きことばには見られ
ない「ネット記号」を多用することに強く表れている。
インターネット上に公開されている日記は、ブログ（ウェブログの略）と
も言われる。総務省の調査によると、2005年３月末で延べ335万人がブログ
を開設しており、2007年には782万人に増加するとみられている。人気があ
る日記は、書籍化されるものもある５。これらのウェブ日記やブログの文章
では、本稿で「ネット記号」と名付けた各種の記号類が、ほぼ例外なく使用
されている。今後、「ネット記号」を多用した文章は、ある一部の特定の人
たちが使用する特殊な現象ではなくなるであろうし、また、社会の中で多く
の人の目に触れる機会がますます増えていくものと思われる。このような類
の文章の文体を分析する際には、記号類、特に「ネット記号」も文体の一部
として扱うことが重要だと考える。
５ たとえば、『実録鬼嫁日記』アメーバブックス（2005）など。
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武庫川女子大学言語文化研究所年報 第16号（2004）
委託研究「インターネットを利用した日本語文章作成力
トレーニングコンテンツの開発」の概要報告（上）
佐 竹 秀 雄
１ はじめに
2004年６月、当研究所は、株式会社日本統計事務センターから「インター
ネットを利用した日本語文章作成力トレーニングコンテンツの開発」という
題目で研究を委託された。研究の内容は、ビデオオンデマンド・
（  	

）など、インターネットを利用して、大学生や社会
人向けの日本語文章作成能力を鍛えるためのトレーニングコンテンツを開発
することである。
研究期間は２年間で、１年目の目標は、大学における、文章作成力を養う
ことを目的とする科目の授業で実際に使える内容の構築であった。１年目が
終了した段階で、ほぼ計画通りのものができて、開発した内容についてイン
ターネット上で利用できるコンテンツの形式に作成中である。
ここでは、開発した教材内容の概略を報告することにより、諸賢の批判を
仰ぎ、コンテンツの改良を目指そうと考えた。
２ 全体の構成
まず、授業（講義）のコマ数として全体で14コマを想定した。そのうち、
３回を除く11回分を講義に充てる。３回は、受講者同士の討論や評価テスト
を行う予定である。具体的には、次のような構成である。
◆講義の全体構成
第１回 文章論概説－講義の意義と目標
第２回 読解１－要旨をとらえる
第３回 読解２－部分の役割をとらえる
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第４回 材料を集め、主題を見つける
第５回 主題を分析して材料を集める
第６回 文章の型を利用する１－レポート編
第７回 文章の型を利用する２－意見文編
第８回 文章の型を利用する３－書簡文編
第９回 レポート課題の提出のための自由討議
第10回 わかりやすい文章を書くために
第11回 表現上の注意すべきポイント
第12回 執筆・推敲のための基礎知識
第13回 意見文を作成させる
第14回 評価テスト
この流れの考え方は次の通りである。
まず第１回の概説のあと、第２回、第３回と読解を扱う。文章を書く能力
には、単に書く力だけではなく、文章を読み取る能力も必要だからである。
その後、第４回、第５回では、文章の内容を作り上げる技術を解説する。
第６回～第８回は、レポート、意見文、書簡文を題材に文章の型の意味を理
解させる。この５回分では、文章の内容と構成に重点を置いている。
第９回で、レポート課題の提出のための自由討議を行う。これは、学生た
ちがお互いに意見交換をする形式をとって、自分自身の考えを深めることを
ねらいとしたものである。
第10回、第11回は、表現力を高めるための授業である。表現をするにあ
たって、基本となる原理の説明と注意を要する具体的なポイントを説明する。
その後、第12回は、表記に関する説明を中心に執筆・推敲のために必要な知
識の解説をする。
第13回は、これまでの総仕上げとして実際に意見文を書き、最後の第14回
には、能力アップを測る評価テストを行う。
以上、全体の構成は、読解、内容作り、表現、表記という流れをもってい
る。つまり、読解力、内容作成能力、文章表現力、表記能力をつけることを
目指していて、その講義の間をぬって、実際に文章作りを経験させようとい
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うものである。
以下に、個々の時間ごとに、その授業の流れが分かるように留意して、講
義内容のあらましを示した。
それぞれの講義はブロックに分けてあり、ブロックごとに【講義】【実習】
【解説】などと付けてある。ブロックごとに指導のポイントを示すようにし
ている。
【講義】：講師が画面を通して内容を解説する部分。
【実習】：講義したことがらに関連した内容の問題に、学習者が取り組む
もの。実際には、実習内容の一部はダウンロードして直接書き
込んだりすることができるようになっている。
【解説】：実習したことについて、講師が解説する部分。
一般的に、【講義】【実習】【解説】を繰り返すようにして、講座を進めて
いく方式をとっている。
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第１回 文章論概説－講義の意義と目標
１【講義】講座の目標の解説
１ 文章嫌いと苦手意識
文章を書くのが好きな人は少ない。その理由はうまく書けないからであ
る。そして、うまく書けないのは、文章の書き方が分かっていないからで
ある。
２ 文章の書き方が分からないのはなぜか
① 小・中・高校学校では書き方についてきちんと習う機会が少なかった。
② これまでに習ってきた作文は、実社会で要求される文章とはやや異
なっていた。
学校作文は、自分の感想を述べるものが中心であった。しかし、現実
の社会で要求されるものは、「情報を伝える」「他人を説得する」「自分
の意見の正しさを証明する」というタイプのものである。
３ 解決策
① 社会で実際に必要とされる文章とはどういうものかを知ること。
② そのような文章の効率のよい書き方を身に付けること。
③ 文章を書くのに必要な能力を高めること。
◎知識・技術・能力が大切なのであり、上の３点がこの講座の目標である。
２【実習】社会で必要とされる文章とは
社会で必要とされる文章とはどのようなものなのだろうか。それを分析し
てみよう。例えば、企業に就職して書くことになる文章から一つ取り上げて
考えてみよう。
次に示したものは社内文書である。これを見て次のことを調べてみよう。
① この文章の目的は何か。それは、どの部分から分かるか。
② この文章では、事実を述べている部分と、自分が考えたり感じたりし
た部分とが書かれているが、それぞれどの部分か。
③ 小中学校で書いた作文と比べると、どういう特徴があると言えるか。
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2005年３月14日
部長 田中 一郎 殿
開発部 橋本 浩
新製品缶詰用プラスチック缶発表会参加報告書
１ 出張目的
Ｔ社が開発した缶詰用プラスチック缶を当社製品に使用できるものかを
判断するための情報を収集する。
２ 出張日時・場所
2005年３月11日 午後１時～５時
弓矢市サンホール(弓矢市中央町３-１-２)
３ 新製品開発の経緯
缶詰用の金属缶は、重いこと、酸性物が入れられないこと、衝撃などで
変形すること、さらにごく微量ながら金属缶がイオン化し、内容物に溶け
込むなどの欠点がある。そこで、Ｔ社は、この欠点を克服するため、５年
の研究期間を経て缶詰用のプラスチック缶の開発に成功したとのことで
あった。
４ 新製品の性能
従来のプラスチック缶が持つ、加熱殺菌処理がしにくいこと、わずかな
がら通気性があることを改良し、２年以上の長期保存が可能なものだと説
明されていた。重さは金属缶の半分で、変形せず、酸性物も入れられ、多
色印刷が可能だという。
５ 所感
開発したプラスチック缶は、金属缶より広い範囲の食品に対応できる。
缶切りも不要なので、非常食用に使える。金属缶にくらべてコスト高だが、
大量生産体制に入れば金属缶を上回らない価格になるだろう。
６ 添付資料
新製品カタログ・説明書
以 上
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３【解説】
①の文章の目的は、発表会へ参加したことを部長に報告することである。
それは見出し（標記）とあて名から分かる。このことには意味がある。それ
は、文章がなんのために書かれたかが、すぐに分かるようにすることが大事
だということである。現実社会で必要とされる文章には、必ず目的がある。
何となく書いてみたというような文章は必要がない。いつも目的があって、
それを達成するために書かれるのである。
②は、ほとんどが事実で、５の「所感」のところだけが、報告者の感想や
意見である。このことから分かる大事なことは、事実と意見・感想とは区別
するのがよいということである。先にも述べたように、この文章の目的は報
告することなので、中心になるのは分かった事実である。その事実の中に自
分の考えや意見を混ぜてはいけない。そのために、自分の意見や考えを述べ
たいときは、それをはっきり区別できるように書く。
③はいろいろな答えが出る可能性がある。例えば、空白部分が多いという
ような答えや、「僕は」「私は」ということばが出てこないといった答えもあ
りうる。それらも正しいが、もう一つ、まるで箇条書きのような書き方をし
ているということがポイントである。この文章は報告しているわけであるが、
その報告内容を分割して述べているのである。この内容を分けるということ
が実は文章を書く上で大事なことなのである。
４【実習】現実の文章作成
次に挙げるのは、会社などで出される催し物の案内状である。ただし、古
いものである。これを参考にして、次に示す変更条件に従って案内状を作る
ことを考えなさい。
条件 文書の日付 ：2002年６月11日 → 2005年９月12日
催し物の名前：「夏の感謝セール」 → 「秋の謝恩セール」
開催日時 ：2002年７月21日（日）13:00～17:00 →
2005年10月10日（月）13:00～17:00
開催場所は同じ
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2002年６月11日
各 位
「夏の感謝セール」のご案内
拝啓
初夏の候、ますますご清栄のことと存じます。平素は格別のご高配を賜り、
厚くお礼申し上げます。
さて、弊社では、日ごろの感謝をこめまして、お得意様限定のアクセサリー
商品の特別販売会を催すこととなりました。皆様にご満足いただける商品を
豊富に取りそろえました。必ずご満足いただけるものと確信しております。
時節柄ご多用とは存じますが、なにとぞご来場を賜りますようご案内申し
上げます。
敬具
記
日時 2002年7月21日(日) 13:00～17:00
場所 ジュエリー田山 本社ビル７階（同封地図をご参照ください）
お問い合わせ先 お客様ご相談室 高山（***-****-****）
以 上
５【解説】
チェックポイントは次の通り。
条件に示したものをきちんと訂正しているか。
時候のあいさつも訂正しているか。「初秋の候」「清涼の候」など。
〈補説〉
このように、文章全体を最初から考えるのではなく、手入れすることによっ
て文章を作る方法も文章の書き方の一つである。そして、パソコンを使った
文章作成が一般化している現代では、こういう文章の書き方の方が現実的で
ある。
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６【講義】ブレイン・ストーミングの意味
実際の社会では、このような事実を報告するというような、情報伝達タイ
プの文章がかなり多い。だから、自分がどう感じるかよりも、事実を相手に
きちんと伝えるにはどうすればよいかということが重視され、そのための技
術が必要になる。
ここまでは、この講座の目標の「①社会で実際に必要とされる文章とはど
ういうものかを知ること」について述べてきた。このあとは、「③文章を書
くのに必要な能力を高めること」に関係のあることを話す。
文章を書くとき、実は「思い出す」「考える」という能力が重要である。
その能力を鍛えるための練習をしておこう。それはブレイン・ストーミング
と呼ばれるものである。
「ブレイン・ストーミング」とは、与えられたテーマについて、そのテー
マから思いつくことを、できるだけたくさん思い出すことである。ブレイン・
ストーミングの意味は、「頭の嵐」、頭の中を嵐のようにひっかきまわすこと
である。実際にやってみよう。
７【実習】ブレイン・ストーミングの練習１
次の絵を見て何を思い出すか、思いつくか。箇条書きにしなさい。
８【解説と注意】
たくさん出れば出るほどよい。たくさん出ないのは、常識にとらわれてい
るからである。もっと自由に発想しよう。
１ ブレイン・ストーミングの注意
① 題目に関係のあることだけでなく、関係がありそうなことも集める。
② 質より量を尊重する気持ちで、できるだけたくさん思い出すようにする。
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③ 役に立たないとか、わかりきっているとかの批判はしないで残らず集
める。
④ 先入観や常識にとらわれず、自由に考える。
⑤ 思いついたら忘れないうちにすぐ箇条書きにする。
⑥ 考えたことはできるだけ文の形で書きとめる。
⑦ 他人の発言を手がかりに、それから思いつくことを発言するのを歓迎
する。
２ 変形思考法の利用
対象（テーマあるいは絵）を変形することによって、違った視点をもつこ
とができる。それによって、いろいろなことを思いつくことができる。
変形のパターンとしては、拡大・縮小、分割、付加などがある。例えば、
先の絵に拡大・縮小を当てはめてみる。仮に、直線を長くして、円を小さく
してみる。
すると、地図のバス停の記号に見えてくる。あるいは、ひもに通したビーズ
などにも見える。また、分割であれば、直線に直角の角度で円を半分にする
とグラスのような形になる。
すると、「グラスの上にもう一つグラスを逆さにしてかぶせたもの」といっ
た答えも出る。
このように、対象をいろいろ変形すると、新たな発想が生まれるのである。
－28－
９【実習】ブレイン・ストーミングの練習２
先の図でもう一度考えてよう。
10【まとめ】
１ 講座の目標＝文章作成で大事なポイント
① 社会で実際に必要とされる文章とはどういうものかを知ること。
② そのような文章の効率のよい書き方を身に付けること。
③ 文章を書くのに必要な能力を高めること。
２ 社会で必要な文章と学校作文とでは違いがある。
３ 文章作成の基礎能力となるブレイン・ストーミングの紹介をした。
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第２回 読解１－要旨をとらえる
１【第２回の講義の位置づけ】
今回は、文章の要旨をとらえる方法について勉強する。
前回のブレイン・ストーミングは、「③文章を書くのに必要な能力を高め
ること」の能力にかかわることだといったが、今回の要旨をとらえる練習も
同じくこの能力アップの一つである。
例えば、文献を調べてレポートを書く場合に、文献の内容をまとめて、そ
れをもとに考えを深めたり引用したりすることがある。つまり、自分の文章
作成の材料（情報）を得るためには、他人の文章を正確に読み取ることが大
切になってくる。このように、要旨をとらえることは文章を書く上で大きな
意味があり、そのような意味で、要旨をとらえる訓練をするのである。
２【講義】文章の構造をとらえる
まず、文章がどういう構造になっているかを確認する。
１ 国語の読解授業は次のような順序で行われる。
① 教材の文章を読む
② 内容からいくつかの部分に分ける
③ 段落ごとに内容をまとめる
④ 部分ごとに内容をまとめる
⑤ アウトラインが明らかになる
⑥ 全体の主題を知る
２ 文章の構造
上の読解授業の流れから、次の事実を指摘することができる。
主題は文章全体によって分かる。
文章は段落の集まりである。
段落は文の集まりである。
３【実習】文章が部分によって構成されていることを確認する
問題 次の文章を三つの段落に分けなさい。
－30－
8020運動というものがある。80歳になったときにも自分の歯を20本以上残すこ
とを目指そうとするもので、そのために、歯や歯ぐきの健康を心がけようという
運動である。現在のお年寄りの平均的なところでは、70歳の段階で、すでに約８
本しか残っていない状況にあり、それを改善しようとするのがこの8020運動であ
る。歯が失われるとどうなるか。当然、かみにくい食べ物が増えて、それらを避
けるようになる。その結果、栄養にかたよりが生じて健康に問題が生じる。また、
かむという行為は老化を防ぐ効果があるらしく、歯を失って、かむ機会が少なく
なると、老化も進むらしい。私たちは歯が痛みだすと、我慢できないほどつらい
思いをする。しかし、その割にふだんは歯に気を配らない人が多い。これでは80
歳で20本の歯を残すというのは難しい。料理をおいしく食べ、長く若さを保つた
めにも、若いときからの地道な歯みがき励行が大切である。
４【解説】
段落とは、まとまった内容をもつ部分であることを説明する。
この文章のテーマは「歯の健康問題」で、文章の流れをみると、まず8020
運動というものを説明し、次に歯を失うとどのような問題が生じるかを述べ、
最後に歯みがきをしようと訴えている。
文単位に分割してみると、
① 8020運動というものがある。
② 80歳になったときにも自分の歯を20本以上残すことを目指そうとする
もので、そのために、歯や歯ぐきの健康を心がけようという運動である。
③ 現在のお年寄りの平均的なところでは、70歳の段階で、すでに約８本
しか残っていない状況にあり、それを改善しようとするのがこの8020運
動である。
④ 歯が失われるとどうなるか。
⑤ 当然、かみにくい食べ物が増えて、それらを避けるようになる。
⑥ その結果、栄養にかたよりが生じて健康に問題が生じる。
⑦ また、かむという行為は老化を防ぐ効果があるらしく、歯を失って、
かむ機会が少なくなると、老化も進むらしい。
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⑧ 私たちは歯が痛みだすと、我慢できないほどつらい思いをする。
⑨ しかし、その割にふだんは歯に気を配らない人が多い。
⑩ これでは80歳で20本の歯を残すというのは難しい。
⑪ 料理をおいしく食べ、長く若さを保つためにも、若いときからの地道
な歯みがき励行が大切である。
となる。
①②③は8020運動について述べている。
④は問題提起。⑤⑥⑦はその問題に対して述べている。
⑧以下は私たちはどうすべきか。
となり、三つの段落から構成されている。
全体のアウトラインの図式を示すと、次のようになる。
１ 「8020運動」について
① 8020運動というものがある。
② 8020運動の説明。
③ お年寄りの現状と8020運動の関係。
２ 歯を失ったときの問題点
④ 歯を失うとどうなるか。
⑤⑥⑦ 問題点。
３ 歯みがき励行の大切さ
⑧⑨⑩ 歯に対して気配りを忘れる現状。
⑪ 歯みがき励行の訴え。
５【講義】要旨のとらえ方
文章が部分から構成されていることが確認できた。では、その文章がどう
いうことを述べているかをとらえるにはどうすればいいのだろうか。要旨を
とらえるには、次の手順で行うとよい。
手順１ 何を言いたいのかと考えながら、全体を通して読む。
手順２ 何について述べているかを考える。
手順３ 部分ごとに内容を考える。
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手順４ 要旨をまとめる。
この手順で、次の文章の要旨をとらえてみよう。
道を横切ろうとしているときに、とつぜん自動車が飛び出してくる。「あぶな
い!」といって、危険を知らせる。このように、できごとが起こったときに、そ
の場で、なかまに注意を与えることは、人間以外の動物にもできる。
しかし、私たち人間は、三万年後の未来の社会のできごとをえがいた小説を作
りだすことができる。現実にない想像の世界をことばによって作りだし、その中
で遊ぶことができる。想像の世界を作りだすことができるくらいだから、私たち
が、直接に見たり聞いたりすることができない遠い地方で起こったできごとを、
ことばによって写し取って報告したり報道したりすることができる。
このように、人間のことばは現場からはなれて、一つの世界を作り上げる働き
をもっている。
まず、「手順１ 何を言いたいのかと考えながら、全体を通して読む」を行
うと、「人間は動物と違って独特のことができる」ということを言おうとし
ていることが分かる。
次に、「手順２ 何について述べているかを考える」と、「ことばを使うこ
と」「動物にはできないけれど、人間にはできること」だと分かる。
そこで、「手順３ 部分ごとに内容を考える」を段落ごとにあてはめる。す
ると、
第１段落：その場でなかまに注意を与えること」は動物にも人間にもで
きる。
第２段落：「現実にない想像の世界をことばによって作りだし」「直接に
見たり聞いたりすることができない遠い地方で起こったでき
ごとを、ことばによって写し取って報告したり報道したりす
ること」は動物にはできないけれど、人間にはできる。
第３段落：全体のまとめ
だと言える。
以上から、「手順４ 要旨をまとめる」で、全体をまとめる。すると、
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できごとが起こったときに、その場で、なかまに注意を与えることは、人
間以外の動物にもできる。しかし、人間のことばは、現実にない想像の世界
を作りだしたり、直接に体験できないできごとを報告したり報道したりする
という、現場からはなれて、一つの世界を作り上げる働きをもっている。
となる。
６【実習】要旨をとらえる練習
問題 次の文章を読んで、文章全体の要旨として最も適当なものを、下のア
～オのうちから一つ選べ。
三人の女子高生たちが、通学電車についておしゃべりをしている。ひとりが、
満員で苦しい思いをしたと自分の体験談を話す。すると、二人めが車内でこんな
変わった人を見たと話す。三人めは、電車が遅れて遅刻しそうになったと話す。
三人ともそれぞれ別々に自分の体験を話す。ただし、他人の発言はほとんど聴い
ていない。ある言語学者の観察では、このようなおしゃべりの仕方は、女子高生
に限らず若者たち一般に見られるという。
こうした会話では、前の発言を受けて、それに関連することを述べて内容を深
めていくことはない。みんながそれぞれ自分の好きな話をしているだけである。
そこには濃密なコミュニケーションを嫌う若者の姿がある。
この光景を見ているうちに、あることに気がついた。カラオケとの類似性であ
る。カラオケは、歌っている人間が一生懸命なのに、きちんと聴いている人はい
ない。自分が歌う曲を探しながら、他人が歌い終わるのを待っている。そこで儀
礼的な拍手をし、自分の番かどうかをチェックするのである。カラオケのある居
酒屋では、昔のように議論しあう人間を見かけない。場を共有するだけで対立も
協同もない。
若者たちの会話もカラオケも、その本質は、他人との濃厚なかかわりを避け、
ひたすら自分だけの世界を他人の前で展開するものでしかないのである。若者た
ちは将来の中核を担う人たちであり、カラオケは今や日本の代表的文化の一つと
言えるものである。両者の影響力の強さを考えると、日本の将来は人間関係がま
すます希薄になっていくと思われる。
－34－
ア 若者たちは他人の発言を聴かずに自分の好きな話をする傾向があり、そ
れはカラオケの場合と似ている。歌っている人間が一生懸命なのにきちん
と聴いている人はいない。若者の会話もカラオケも、他人のことをかまわ
ないという共通点がある。若者とカラオケの影響力の強さを考えると、日
本の将来は、思いやりのない人間が増えていくと予測される。
イ 若者たちはよくしゃべるが、他人の発言をほとんど聴いていない。前の
発言を受けて、それに関連することを述べて内容を深めていくことはない。
この点はカラオケと類似している。若者たちの会話もカラオケも、その本
質は、他人との濃厚なかかわりを避け、ひたすら自分だけの世界を他人の
前で展開するものでしかない。
ウ 若者たちは他人の話を聴かず自分の好きな話をする傾向があり、濃密な
コミュニケーションを嫌う姿がある。それには、他人の歌を聴かず自分の
曲が大事なカラオケとの類似性がある。若者たちの会話もカラオケも、本
質は他人との濃厚なかかわりを避け自分だけの世界を展開するもので、両
者の影響力を考えると将来の人間関係の希薄化が予測される。
エ 若者たちのおしゃべりの特徴は、それぞれ別々に自分の体験を話すこと
である。そこには濃密なコミュニケーションを嫌う若者の姿がある。カラ
オケのある居酒屋では、議論をしあうことはなく、場を共有するだけで対
立も協同もない。若者の会話とカラオケの影響力の強さを考えると、日本
の将来は人間関係がますます希薄になっていくと思われる。
オ 若者たちの会話には、濃密なコミュニケーションを嫌う若者の姿がある。
若者たちの会話もカラオケも、本質は、他人との濃厚なかかわりを避け、
ひたすら自分だけの世界を他人の前で展開するものでしかない。若者たち
とカラオケの影響力の強さを考えると、日本の将来は人間関係がますます
希薄になっていくと思われる。
７【解説】
手順１：若者の行動をネタに、日本の将来の人間関係が希薄になる
手順２：若者たちのおしゃべりとカラオケの類似性
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他人との濃密なかかわりを避けて自分だけの世界に入る。
手順３：
第１段落：若者たちは他人の発言を聴かずに自分の好きな話をする傾向
がある。 （観測される事実）
第２段落：それは、濃密なコミュニケーションを嫌う若者の姿である。
（解釈）
第３段落：若者たちのおしゃべりの仕方には、他人の歌を聴かず自分の
歌う曲だけが大事なカラオケと類似性が認められる。
（気付いたこと）
第４段落：若者たちの会話もカラオケも、本質は他人との濃厚なかかわ
りを避け、自分だけの世界を展開するもので、若者とカラオ
ケの影響力を考えると、日本の将来は人間関係がますます希
薄になっていくと思われる。
（事実と気付いたことによる将来の予測）
８【まとめ】
１ 文章と段落の関係
文章は段落から構成されている。
２ 要旨のとらえ方
部分をとらえて全体としてまとめる。
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第３回 読解２－部分の役割をとらえる
１【第３回の講義の位置づけ】
文章を構成する部分がどのような役割を果たしているかを考える。文章は
いくつかの部分から構成されていることをすでに学んでいるが、それらの部
分は何のために存在しているのだろうか。
部分は、全体を支えるためにさまざまな役割を果たしている。その役割を
考えようというのが今回のテーマである。
文章の中で部分が果たしている役割を知ることは、自分が文章を書くとき
に応用できる。文章のそれぞれの部分がどういう役割を果たしているかを認
識しながら書くと、筋の通った論理的な文章が書ける。認識せずに書くと、
同じことを何度も繰り返したり、だらだらとした文章になったりすることが
起こりやすいのである。
２【講義】段落の役割
文章が段落によって構成されていることを前回までに確認している。その
段落は、ただ単に一部分であるというのではなく、それぞれ文章において何
らかの役割を果たす部分として機能している。
前回の最後の問題を思い出してもらいたい。女子高生のおしゃべりとカラ
オケが似ているという話であった。
その文章を要約するときの手順で、「手順１ 何を言いたいのかを考えなが
ら読む」「手順２ 何について述べているかを考える」の後、「手順３ 部分ご
とに内容を考える」を行った。そのとき、段落ごとに、
第１段落：若者たちは他人の発言を聴かずに自分の好きな話をする傾向
がある。 （観測される事実）
第２段落：それは、濃密なコミュニケーションを嫌う若者の姿である。
（解釈）
第３段落：若者たちのおしゃべりの仕方には、他人の歌を聴かず自分の
歌う曲だけが大事なカラオケと類似性が認められる。
（気付いたこと）
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第４段落：若者たちの会話もカラオケも、本質は他人との濃厚なかかわ
りを避け、自分だけの世界を展開するもので、若者とカラオ
ケの影響力を考えると、日本の将来は人間関係がますます希
薄になっていくと思われる。
（事実と気付いたことによる将来の予測）
と整理したが、（ ）内に書いたことは、その段落の性格であり、その文
章において果たすべき役割でもあった。つまり、この文章において、それぞ
れの段落は、
第１段落：観測される事実の報告
第２段落：事実の解釈
第３段落：第１段落の事実と関連する（類似する）事実の指摘
第４段落：将来の予測という筆者の考え（結論）
という役割を果たしていると言えよう。
段落それぞれの役割が分かるということは、筆者がその文章で、何を言い
たいのか、あるいは、どのように論理展開をしようとしているかが分かるこ
とになる。すると、その文章が、論理的に正しいか間違っているかもチェッ
クしやすくなる。
このように段落の役割が分かることこそが、文章を読み解くポイントでも
ある。
３【実習】段落の役割を把握する練習１
問題 次のからの各段落を、「主に出来事・事実の報告をしている部分」
と「筆者の意見・感想を述べている部分」に分けなさい。
 日曜日、○○遊園地駅の改札を出てすぐのコンビニエンスストア（以下コン
ビニ）に行くと、今から○○遊園地に行くような格好をした家族連れがやって
来た。親も子もそれぞれが弁当と飲み物を選んでいた。「もっとおにぎり食べ
たいな。漬物も欲しいな。」「ウーロン茶はボトルにして、紙コップでわけよう
か。」「おやつも買っていい？」などと言い合いながら。
－38－
 また、最近の新聞に、お年寄りもコンビニの少量パックのお総菜や、その場
で温めてくれるお弁当を利用しているという記事があった。一人分の食事を作
るよりもその方が経済的だし、コンビニまで買いに行くことで適度な運動にも
なっているという。
 最近のコンビニの弁当は、行楽や老人の食事にも使える内容になってきたよ
うだ。値段も量も手ごろで利用しやすい上に、近ごろは旬の食材を使ったお総
菜や、カロリーや栄養のバランスを考えた弁当も次々開発されているようだ。
キャッチコピーのようだが、「コンビニは街にある我が家の冷蔵庫」と言って
も過言ではない。
 1997年９月のある雑誌のアンケートによると、新米主婦300人のうち、26パー
セントの人が「晩ご飯にコンビニの弁当を買ったことがある」と答えていた。
 行楽弁当くらいコンビニの弁当でなく、家庭の味を楽しみたいという人もい
るだろう。しかし、早起きして行楽弁当を作る自信がない主婦は、なかなか自
分から「朝から遊びに行こう」とは言い出せないものである。コンビニの弁当
はそんな人にも行楽やアウトドアでの息抜きのチャンスを与えてくれたのでは
ないだろうか。
４【解説】
各段落の内容は、次の通り。
：書き手がコンビニエンスストアで遭遇した経験の報告
：新聞に掲載されていた記事の報告
：書き手のコンビニに対する考え（「コンビニは街にある我が家の冷
蔵庫」）
：雑誌のアンケート結果の報告
：書き手の意見（「コンビニの弁当はそんな人にも行楽やアウトドア
での息抜きのチャンスを与えてくれたのではないだろうか」）
したがって、正解は、
主に出来事・事実の報告をしている部分 ・・
筆者の意見・感想を述べている部分 ・
となる。
－39－
委託研究「インターネットを利用した日本語文章作成力トレーニングコンテンツの開発」の概要報告（上）
５【実習】段落の役割を把握する練習２
問題 次の文章を読んで、各段落がどのような役割をしているかを考えて、
下のア～オから選びなさい。
私には親友がいる。でも最初から仲がよかったわけではない。初めて会ったと
き、ささいなことから口論になった。まさに「口は災いのもと」であった。しか
し、それでもお互いに言いたいことを言うのをやめず、意見は衝突した。そうし
た言い合いを続けていくうちに、相手がものを言う前に相手が何を言いたいかが、
お互いにわかるようになった。ほかの人たちにはすぐに理解しにくいような考え
であっても、私たち二人には通じるようになった。こうして私たちは親友になっ
ていた。
「口は災いのもと」ということは確かにある。しかし、理解し合うためには、
発言による災難を恐れず、お互いにものを言うことが大切である。
人はみんなどこか違うのだ。違う人間同士の意見が衝突するのは当たり前であ
る。衝突を恐れて黙っていれば、衝突しないからその結果として災難が身にふり
かかることはない。しかし、その代わり、相手の真の気持ちはわからず、互いに
理解し合うことはできない。理解し合うためには、意見の衝突を乗り越えて、お
互いの意見を尊重できるようになることが必要なのであり、だからこそ、衝突を
恐れずにものを言うことが大切なのである。
ア 理由 イ 事実の報告 ウ 問題提起 エ 意見 オ 反論
６【解説】
各段落の内容は、次の通り。
第１段落：自分の経験（事実の報告）
第２段落：自分の意見（結論）
第３段落：意見の証明（理由）
したがって、答えは、
第１段落：イ 第２段落：エ 第３段落：理由
となる。
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７【講義】文の役割
以上、段落の役割を見てきた。文章が段落によって構成されていたように、
段落は文によって構成されていた。段落に役割があるのと同様、文にも役割
がある。そこで、文の役割とはどういうものかを考えてみる。
次の文章は、３文からできているが、それぞれの文はどういう役割をして
いるのだろうか。
新しくできた施設や建物の名前には、よく外来語が使われます。そのような施
設や建物には、どうして外来語の名前が使われるのでしょうか。外来語には、新
鮮さやおしゃれなイメージがあるからだと考えられます。
この３文について、それぞれの内容とその文の役割とを考えると、次のよ
うになる。〈 〉内が役割である。
① 新しくできた施設や建物の名前には、よく外来語が使われます。
〈事実の報告〉
② そのような施設や建物には、どうして外来語の名前が使われるので
しょうか。 〈問題の提起〉
③ 外来語には、新鮮さやおしゃれなイメージがあるからだと考えられ
ます。 〈問題の解答〉
それでは、上の文章をもう少し複雑な内容にした次の文章の場合は、どの
ようになるだろうか。
新しくできた施設や建物の名前には、よく外来語が使われます。例えば、テー
マパークには○○ランドや○○パーク、集合住宅には○○レジデンスや○○アビ
タシオンといった調子です。そのような施設や建物には、どうして外来語の名前
が使われるのでしょうか。
それは、外来語がもつ特別な効果を利用しているからです。つまり、外来語に
は、新鮮さやおしゃれなイメージがあるからだと考えられます。
今度は二つの段落で、五つの文によって構成されている。
まず、段落の役割から考えると、
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第１段落：問題の提起
（施設や建物にはなぜ外来語の名前が使われるのか）
第２段落：解答の提示（外来語の効果を利用している）
という関係が認められる。
次に、文単位に見てみると、次のようになる。
① 新しくできた施設や建物の名前には、よく外来語が使われます。
〈事実の報告〉
② 例えば、テーマパークには○○ランドや○○パーク、集合住宅に
は○○レジデンスや○○アビタシオンといった調子です。
〈事実の例示〉
③ そのような施設や建物には、どうして外来語の名前が使われるので
しょうか。 〈問題の提起〉
④ それは、外来語がもつ特別な効果を利用しているからです。
〈問題の解答〉
⑤ つまり、外来語には、新鮮さやおしゃれなイメージがあるからだと
考えられます。 〈解答の説明〉
第１段落の中だけでみれば、①②は、「③の問題の提起をするための事実」
と言うこともできる。
ここで、大事なことは、文もそれぞれが段落や文章を構成するために、な
んらかの役割を果たしているのだということである。
８【実演】文の役割を把握する
問題 次の文章の中の文がどんな役割を持っているかに注意して読み、下の
問いに答えなさい。
ア人間の年齢は、現在では「満」で数えることが多いが、昔は「数え年」で数
える方法が一般的であった。満は誕生日を基準にして数え、数え年は年明けの正
月を基準にする。
その数え年で六十一歳を還暦と言い、還暦を祝う習慣がある。イ還暦の祝いに
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際して、本人に赤い色の贈り物をするとよいと言われる。ウこれには、どのよう
な意味があるのだろうか。
還暦というのは、生まれた年のえと（干支）が再びめぐってくるという意味で
ある。エトは「甲（きのえ）・乙（きのと）・丙（ひのえ）‥」という十干と、「子
（ね）・丑（うし）・寅（とら）‥」という十二支とを組み合わせたもので、六十
種類ある。その年ごとに「甲子（きのえね）」だとか「丙牛（ひのえうま）」だと
かが順に回ってくる。エ六十種類だから、六十一年めには生まれた年のエトが
回ってくることになる。オその生まれた年のエトが再び回ってきたことを祝うの
が還暦の祝いである。
還暦は、いわば第二の人生の始まりともとらえることができる。カそこで、赤
ちゃんのように、赤い頭巾をかぶり、赤い着物を着て祝おうというのである。昔
は、今日のような長寿社会ではなかったし、還暦の祝いができることは大変めで
たかったので、盛大な祝いをした。しかし、現在では還暦はそれほど珍しくなく
なったこともあって、赤い頭巾や赤い着物を着るほど大層な祝いをする場合が多
くない。キただ、昔の赤い頭巾と着物で還暦を祝ったことの名残が、赤い色の贈
り物として残っているのである。
問 次の１～３に当てはまるものを、下線ア～キの文から選びなさい。
１ 問題提起に関する事実を報告している文
２ 問題を提起している文
３ 提起された問題の解答を述べている文
９【解説】
第１段落は「年齢の数え方」について述べた部分で、下線部アは事実を報
告している。その次の第２文は、アについての解説をしている。
第２段落は「還暦の祝いについて」の部分で、その第１文は、「還暦」の
習慣について説明している。そして、下線部イは、事実の報告をしているし、
下線部ウは疑問の形で、問題を提起している。
第３段落は「還暦の説明」で、その第１文は、還暦の意味を説明している。
第２文は、第１文に出てきたエトについて説明しており、第３文は、第１・
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第２文を受けて、事実の説明をしている。そして、下線部エは第１から第４
文を受けて、事実の説明をし、下線部オは還暦の意味を説明している。
第４段落は「還暦と赤いものの関係」について述べた部分で、第１文は筆
者による還暦に対する考え方を述べている。そして、下線部カは赤い着物を
着ることの意味を説明している。第３文は、昔のこと（事実）を述べており、
第４文は、現在のこと（事実）を述べている。下線部キは赤い色のもののプ
レゼントをする意味の説明をしている。
以上から、問題の提起は下線部ウであり、その問題提起にかかわる事実の
報告は、下線部イで、問題の解答は、提起された問題が赤い色のものを贈る
意味だから、下線部キとなる。
10【まとめ】
文章は段落によって構成されている。
＝段落は、文章を構成するために何らかの役割を果たしている。
段落は文によって構成されている。
＝文は、段落を構成するために何らかの役割を果たしている。
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第４回 材料を集め、主題を見つける
１【第４回の講義の位置づけ】
今回から文章を書くための方法に入る。文章には、書き方、書く方法、書
く手順というものがある。第４回は、その方法全体を説明し、その後、その
方法の一部について述べる。
２【講義】文章を書く順序
第２回に読解授業の話をした。それは、次のような流れをもっていた。
◆国語の読解授業
① 教材の文章を読む
② 内容からいくつかの部分に分ける
③ 段落ごとに内容をまとめる
④ 部分ごとに内容をまとめる
⑤ アウトラインが明らかになる
⑥ 全体の主題を知る
ところで、「読解」と「表現」は逆の関係にある。しだかって、表現のた
めには、読解の順序の逆を考える必要がある。つまり、上の⑥から①の方向
をたどることになるはずである。例えば、次のことが考えられる。
⑥ → 主題が第１番目に必要
⑤④ → アウトラインが必要
③② → 内容となるものが必要
以上のことから、文章作成には次の三つの要素が必要だと言える。
主題（意図）：何が目的で、何を伝えたいか。
構成（アウトライン）：どんな順序で述べるか。
材料（内容）：主題を作り上げていることがら。
この三つをうまく順番に作り出すことが、文章の書き方である。
ただし、文章を書くときというのは、いつも同じではない。主題が決まっ
ているとき、いないとき、材料がそろっているとき、いないとき、などさま
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ざまである。そこで、さまざまな場合をできるだけ取り込んで一つの作業工
程表にまとめたものが、次のフローチャートである。以下、この図をもとに
文章の書く方法の説明をする。
始�
終�
2 題材を見つける�
6 構想を立てる�
7 執筆 ・表現する�
8 推 敲 す る�
4 材料を集め、主題�
・内容を決める�
5 主題を分析して �
 材料をそろえる�
3　主題は明確か？�
YES
NO
３【講義】材料を集めて主題を見つける
今回は、題材を与えられて、主題が決まっていないという設定で考えよう。
図では、「３→４」という流れになる。
１ 主題とは何か
主題とは、「文章に書こうとする内容の骨組みを短く表したもので、はっ
きりと考えを表現したもの」を指す。次に例を挙げておこう。
自然保護：文明の進歩とともに、人間は自然から離れ、自然を破壊する
ようになった。自然を保護することは人間の生活を守ること
である。
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報 道：新聞・雑誌やテレビなどのマスコミの報道は、いつも正確で
あるとは限らない。報道側の考えによって、ゆがみが加わる
こともある。それを計算した上で、報道を受け取るようにす
べきである。
２ 主題を発見する方法
手順１ ブレイン・ストーミングによって集めた知識・経験・考えを、箇
条書きでカードに書き込む（パソコン画面に入力する）。
手順２ 内容的に関係があるカード（データ）を近くに移動させる。そう
してできたデータのグループについて、内容を示す見出しカード
（見出しデータ）を作る。
手順３ このようにまとめながら、考えつくことがあれば、それをカード
（データ）として追加する。
手順４ このような作業を通して、どのような主題で文章が書けるかを考
える。
手順５ いろいろ並べ変えたりもして、主題が見つかったら、主題を短い
文章で書き出す。
４【実習】ブレイン・ストーミングの練習
第１回に話したブレイン・ストーミングを材料集めに使う。第１回は、
「絵を見て、何に見えますか」というものであったが、今回は、絵ではなく
ことばで行う。題は「うそ」。
５【講義】主題にまとめるまでの実際
そのブレイン・ストーミングを利用して、材料を集められたとして、その
あと主題を見つけるまでを説明しよう。ここでは、「コピー」という題で、
上に述べた主題を発見する方法の手順をたどってみよう。
手順１：次のように、「コピー」でブレイン・ストーミングをした。
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１．コピーは便利な機械だ。
２．コンビニでできる。
３．カラーコピーもある。
４．何でもかんでもコピーをとってしまう人がいる。
５．著作権侵害の問題がある。
６．コピーで本がいたみやすい。
７．紙の無駄使いだ。
８．文書偽造に使われる。
９．読むより前にまずコピーをとるという人がいる。
10. 将来はコピー機械がないと日常的に困るようになるだろう。
手順２３：ブレイン・ストーミングの項目を整理して次の図にまとめた。
2．最近はコンビニでもできる。�
3．カラーコピーもある。��
10．将来はコピー機がないと日常
的に困るようになるだろう。�
コピーと現代�
社会的弊害�
 ○短時間で複写がとれる。�
 ○必要な部分だけコピーがとれる。�
 ○貴重な書物もコピーでなら見ら
れる。�
コピーの便利さ�
 ○コピーをとっただけで読んだ気
になる。�
 ○昔の読み方の方が奥の深い理解
ができる。�
　○昔は１枚１枚手書きであった。�
　○大変な時間と労力がかかる。�
コピーと昔�
コピーの将来�
コピー病�
5．著作権侵害の問題がある。�
6．コピーで本がいたみやすい。�
7．紙の無駄使いだ。�
8．文書偽造に使われる。�
 9．読むより前にまずコピーをと
るという人がいる。�
 4．何でもかんでもコピーをとっ
てしまう人がいる。�
 ○コピーばかりたまって整理がで
きない。�
個人的弊害�
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手順４５：上の図から次の主題にまとめる。
主題：コピーは便利なものだが、半面いくつかの問題点を持っている。そ
の中でも個人における「コピー病」に対する注意が大切である。
６【実習】材料を集め、主題にまとめる〈20／75分〉
では、「うそ」を題目にして行ったブレイン・ストーミングを利用して、
そこから主題にまとめるまでをしなさい。
７【まとめ】
１ 文章作成には３要素「主題（意図）」「構成（アウトライン）」「材料（内
容）」が必要。
２ 文章を書くには順序がある。
３ 今回は「材料を集めて主題を見つける」練習をした。
そのとき、ブレイン・ストーミングが役に立つ。
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第５回 主題を分析して材料を集める
１【第５回の講義の位置づけ】
前回は、文章を作り上げるための３要素である「主題（意図）」「構成（ア
ウトライン）」「材料（内容）」が、どれもない場合にどのようにするかとい
う方法を学んだ。つまり、「材料を集めて主題を見つける」練習をした。
今回は、３要素のうち、「主題（意図）」がすでにある場合の文章作成法を
学ぶ。前回のフローチャートで言うと、「３ 主題は明確か？」で、主題が
あるので、を選んで「５ 主題を分析して材料をそろえる」に進むコー
スを学ぶことになる。
２【講義】主題分析による材料集めの方法
１ 主題とは何か（前回の復習）
主題：文章に書こうとする内容の骨組みを短く表したもので、はっきりと
考えを表現したものを言う。
２ 主題を分析して材料を集める手順は、次の通り。
手順１ 主題をはっきりさせる。
手順２ 題の記述を分析して、文章を述べるときに必要な項目を引き出す。
手順３ 項目に対してブレイン・ストーミングや調査を行って、その内容
をくわしくする。
手順４ それらを材料に構想を立てる。
３ 一つの具体的な主題の例を取り上げて、上の手順１～手順（4）を追っ
て説明しよう。
手順１：次のように、主題をはっきりさせる。
主題：私たちの生活は機械化が進んだ。このため私たちは自分でものを作
ることを忘れてしまった。もっと自然に親しみ、手作りの道具や食
べ物を使って生活しよう。
手順２：主題の記述を分析して、文章を述べるときに必要な項目を引き
出す。
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（主題の記述） → （必要な項目）
①私たちの生活は機械化が進んだ → どのように進んだかの例
②私たちは自分でものを作ることを忘
れてしまった
→ その例
③自分でものを作ることを忘れてし
まった
→
そのために、どんなことが起こってく
るか
④自然に親しみ、手作りの道具や食べ
物を使って生活する
→ どんな利益があるか
⑤自然に親しむ → どんな方法があるか
⑥手作りの道具や食べ物 → どのようにして作るか、その方法
⑦自然に親しみ，手作りの道具や食べ
物を使って生活しよう
→ そのすすめ
手順３：項目に対してブレイン・ストーミングや調査を行って、その内容
をくわしくする。（分析して得た項目をくわしくする）
① 私たちの生活は機械化が進んだ例
＊ごはんをたくのも洗濯をするのも、掃除をするのも機械を使っている。
＊工場では機械によって品物を大量に生産する。私たちはそれを買って
使う。
＊交通が発達し、あまり歩かなくてもすむようになった。
＊鉛筆を削るのも、ナイフで削らずに機械を使う。
② 私たちは自分でものを作ることを忘れてしまった例
＊パンでも、漬物でも、洋服でも、どうすればそれを作ることができる
か知らない人が多い。
＊炊飯器が故障すると、ごはんがたけなくなる人もいる。
③ 自分でものを作ることを忘れてしまったために、どんなことが起こっ
てくるか。
＊自分でものを作らないから、漂白剤や色素など、健康に害のあるもの
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を食べさせられることに無関心になっている。
＊もしも大地震などの災害で食料品や生活必需品が十分でなくなったと
き、昔の人のような耐久力はないだろう。
（以下略）
手順４：それらを材料に構想を立てる。
以上の手順において、基本となることは、集めた材料をどういう順序で並
べるかを考えることである。どういう構想がよいかは、主題や集めた材料に
よって異なる。ただし、構想というものにも、基本の型がある。
３【演習】主題分析－手順２の練習
前回の主題「コピーは便利なものだが、半面いくつかの問題点を持ってい
る。その中でも個人における「コピー病」に対する注意が大切である。」を
利用して練習してみよう。この主題に対して、手順２「主題の記述を分析し
て、文章を述べるときに必要な項目を引き出す」を実行しなさい。
４【解説】
主題「コピーは便利なものだが、半面いくつかの問題点を持っている。そ
の中でも個人における「コピー病」に対する注意が大切である。」について、
例えば、次のように考える。
（主題の記述） → （必要な項目）
コピーは便利なものだ。 →  どのように便利なのか。
いくつかの問題点を持っている。 →  どんな問題点があるか。
個人における「コピー病」に対する注
意が大切である。
→
 「コピー病」とはどんなものか。
 なぜ注意しないといけないか。
５【演習】主題分析－手順３の練習
次に、この結果
 どのように便利なのか。
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 どんな問題点があるか。
 「コピー病」とはどんなものか。
 なぜ注意しないといけないか。
を使って、手順３「項目に対してブレインストーミングや調査を行って、そ
の内容をくわしくする」を実行しなさい。
６【解説】
 どのように便利なのか。
現代はコンビニでもコピーがとれる。
カラーコピーもある。
昔は１枚１枚手書きであった。
昔は大変な時間と労力がかかる。
短時間で複写がとれる。
必要な部分だけコピーがとれる。
貴重な書物もコピーでなら見られる。
 どんな問題点があるか。
社会的な問題としていろいろある。
著作権侵害の問題がある。
コピーで本がいたみやすい。
紙の無駄使いだ。
文書偽造に使われる。
 「コピー病」とはどんなものか。
何でもかんでもコピーをとってしまう人がいる。
読むより前にまずコピーをとるという人がいる。
コピーばかりたまって整理ができない。
コピーがないと不安で、逆にコピーさえあればそれで読んだような気
なる人を「コピー病」患者に見立てることができる。
コピー病というのは、個人における問題点である。
 なぜ注意しないといけないか。
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コピー病になると、底の浅い読み方になってしまう。
「コピー病」は法律や規則では解決できない、心の問題だから。
◎この結果をもとに、次に手順４「それらを材料に構想を立てる」に入る
ことになる。それによって、例えば、次のような構想を立てることがで
きる。
【参考例】
１ 現代は、昔とちがってコピーが簡単で便利である
① 現代はコンビニでもコピーがとれる。
② 昔は大変だった。
③ 今は便利で、われわれはコピーの恩恵を受けている。
２ コピーには、社会的な問題点がある。
① 著作権侵害の問題がある。無断でコピーをとるのは著作権侵害である。
② 図書のいたみ。図書を押さえつけてコピーをとるので図書がいたむ。
③ コピーによるむだがある。不必要なものまでコピーするのは電力・紙
のむだ遣い。
④ 文書偽造、秘密文書をコピーから守る書管理の問題などもある。
３ コピーにおける個人的問題もある。
① まずコピーをしておいてあとで読もうとするし、読むときもいつでも
読み直せるという態度で読む。こうした読み方による理解は、昔に比べ
て底の浅いものになる
② 手元にコピーがないと不安になり、逆に、コピーさえあればそれで読
んだような気になる「コピー病」患者が増えている。
４ 社会的問題以上に個人的な問題が重要で、これに対する警戒が必要である。
① 社会的な問題は早急に対策が立てられるべき重大な課題である。
② それ以上に「コピー病」の問題が重要である。法律や規則では解決で
きない、心の問題だからである。
③ われわれは、「コピー病」に冒されないよう絶えず警戒していなくて
はならない。
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７【演習】主題分析－手順２３の練習
これまでの練習を参考にして、次に示したテーマでもう一度やってみよう。
① 次の主題について、手順２「主題の記述を分析して、文章を述べるとき
に必要な項目を引き出す」を実行して、項目を書き出しなさい。
主題：困ったことが起こったり、他人から批判されたりしたとき、その状
況を積極的に良い意味にとらえると落ち着いてうまく対処すること
ができる。物事を前向きの姿勢でいい意味にとらえて行動するのが
よい。
② 上の①で書き出した項目について、手順３「項目に対してブレインストー
ミングや調査を行って、その内容をくわしくする」を実行しなさい。
８【講義】主題分析のコツ
１ 手順２で、チェックリストを利用する。
① 主題の記述部分について、次のことを考える。
ア それはどういうものであるか説明する。
イ それはなぜか。
ウ なぜそうしなければならないか（目的）。
エ それによって何が得られるか。
オ それにはどんな限界・制限・条件があるか。
カ どんなことに注意しなければならないか。
キ それに対してどうすればよいか。
ク 対比されていることがら（概念）は何か。どう違うか。
② 主題において、具体例や証拠をあげる必要のあるものは何か。
③ 主題を述べるために、解決しておかなければならない問題は何か。
２ 項目がうまく取り出せないときは、次のようなことを考えてみる。
① 類似的なことがらや出来事。
例：コピー → 写真、クローン、モノマネ
積極的な考え → プラス思考
② 対比的、対象的なことがらや出来事。
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例：コピー → 筆写
積極的な考え → 消極的な考え
③ 包含（上位・下位／抽象・具体）関係にあることがらや出来事。
例：生活の機械化 →（下位）家庭の電化
新聞 →（上位）メディア、マスコミ
コピー →（抽象）複製品の製造
９【まとめ】
１ 文章作成には３要素「主題（意図）」「構成（アウトライン）」「材料（内
容）」が必要である。
２ ３要素のうち、「主題（意図）」がすでにある場合の技法を取り上げた。
３ 主題を分析することで、材料を集めるもので、次のような手順で行う。
手順１ 主題をはっきりさせる。
手順２ 主題の記述を分析して、文章を述べるときに必要な項目を引き
出す。
手順３ 項目に対してブレンストーミングや調査を行って、その内容をく
わしくする。
手順４ それらを材料に構想を立てる。
４ うまくできないときは、「チェックリストの利用」と「変形思考法の利
用」をするとよい。
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第６回 文章の型を利用する１－レポート編
１【第６回の講義の位置づけ】
社会で実際に必要とされる文章として、「情報を伝える」「他人を説得する」
「自分の意見の正しさを証明する」などがあったが、今回は、その「情報を
伝える」タイプの具体例としてレポートを取り上げる。そして、そのレポー
トの効率のよい書き方をを学ぶ。特に、レポートの種類とアウトラインの関
係を理解することが、今回の講義のポイントである。
２【講義】レポートの種類
レポートを大まかに分けると基本タイプには２つある。
 情報収集→説明・報告型
 調査・実験・観察→分析型
タイプとタイプとでは、「調べ方」に次のような差がある。
：その問題について、すでにどのようなことが考えられて（分かって）
いるかの情報を集めてまとめる。
：その問題について、実態・実情・現象を自分自身の手で調べる（調
査・実験・観察）。
３【講義】レポートの基本型－タイプの基本パターン
タイプの基本パターンとして、次のようなものがある。
Ⅰ 問題（テーマ）の提示：
問題（テーマ）はどういうことか。
Ⅱ 調査方法（情報源）：
問題解決のためにどのような視点から、どのようなものを調べたか。
Ⅲ 収集した情報の説明
調べた結果、どのような情報が得られたか。
Ⅳ 情報の分析・考察
その情報はどういう意味をもっているか。どういう点が重要なのか。
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Ⅴ〈参考文献〉
【例】Ⅰ 「敬語の分類」をテーマとして取り上げる。
Ⅱ 研究者によってどのように異なる分類があるか。
Ⅲ 氏の説、氏の説の説明。
Ⅳ とはどこが違うのか。なぜ、そのような違いがあるのか。
Ⅴ 参考文献
４【実習】タイプレポートの型の確認
次の～は、レポートの材料となるものについてその概要を示したもの
である。どのような順序に並べるとよいか。レポートのアウトラインを参考
にして、～の順序を並べ換え、それぞれに適当な見出しを付けなさい。
 ラ抜きことばについて、間違いだとする考え方は成り立つが、その一方で新
しい形式の語が誕生したとみなす立場も可能である。また、ラ抜きことばを認
知する人々が増加する傾向にあるので、将来は、ラ抜きことばが公的に認めら
れる可能性も高いと考えられる。
 ラ抜きことばについて専門家はどのように考えているのか。また、一般の人
たちは、ラ抜きことばの正誤についてどのような考えをもっているのか。専門
家と一般の人々との意見を調べるために、日本語研究者の文献、ラ抜きことば
に関する世論調査の結果を調べた。
 「見れる」「食べれる」といった、いわゆるラ抜きことばがよく問題にされる。
正しくは「見られる」「食べられる」と言うべきなのに、近年は多くの人がラ
抜きの形で使っている。そもそも、ラ抜きことばは間違いなのだろうか。ラ抜
きことばを取り上げ、それがどのように考えられているのかを調べたい。
 言語研究者氏によると、ラ抜きことばは伝統的な文法論からすれば誤りと
いうことになるし、教育の現場ではまだ認められていないが、ラ抜きでない
「見られる」「食べられる」が受身と可能の両方を意味するため、可能専用形
式としてラ抜きが誕生したとみなすこともできるという。また、一般の世論調
査によると、ラ抜きを認める人がかなり増えてきているという事実も報告され
ていた。
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５【解説】
…ラ抜きことばの現状と将来 → まとめている
…調査の視点 → 調べ方
…ラ抜きことばはいかに扱われているか → テーマ
…専門家や調査結果 → 調べた結果
以上から、次のような順序に並べるのがよい。
Ⅰ ラ抜きことばはいかに扱われているか（テーマ） 
Ⅱ 調査の視点 
Ⅲ ラ抜きことばに対する認識（調査結果） 
Ⅳ ラ抜きことばの現状と将来（結果からの考察） 
６【講義】レポートの基本型－タイプの基本パターン
タイプの基本パターンとしては、次のようなものがある。
Ⅰ 調査目的（問題提起）
Ⅱ 調査方法
Ⅲ 調査結果
Ⅳ 結果の分析・考察
Ⅴ 〈参考文献〉
Ⅵ 〈資料〉
【例】Ⅰ 「若者ことば」について、どのようなことばを実際に使ってい
るかどうか
Ⅱ 友人数人に、自分たちが使っている若者ことばを挙げてもらう。
そこから数語をピックアップして、各語について使う程度を尋ね
るアンケートを作る。クラスメートにアンケートを協力しても
らう。
Ⅲ 結果を整理する。
Ⅳ 結果から何が言えるかを分析・考察する。
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Ⅴ 参考文献
Ⅵ 資料 調査データ
７【実習】タイプレポートの型の確認
次の～は、レポートの材料となるものについて、その概要を示したも
のである。どのような順序に並べるとよいか。レポートのアウトラインを参
考にして、～の順序を並べ換え、それぞれに適当な見出しを付けなさい。
 対象地域に30か所の観測ポイントを設け、５月10日から６月24日の間、５日
ごとに計10回、午後６時から午後９時まで観測した。観測の担当者はホタル保
護会のメンバー20名である。ホタルの出現時間と、10年前と比較した増減を観
測日誌に記録した。
 ホタルに最適な生育条件を考えるために、白井川とその支流を合わせた白井
川水系のホタルの出現状況を観測し、ホタルマップを作成する。また、10年前
に作成した同地域のホタルマップと比較し、ホタルの増えた地域、減った地域
を把握する。
 ホタルが増えた地域は、「ホタル河川」として、中学校や市民団体が飼育し
たホタルの幼虫を放流している。丸本川流域では、住民や中学校の努力により
ホタルが増えてきていると考えられる。黒田川では、上流域南斜面でのゴルフ
場開発がホタルの生息状況に影響を及ぼしたとも考えられる。
 10年前にホタルが観測された地点で今回見られなかったのは、30か所のうち
10か所であった。どの河川も上流は10年前とほとんど変化がなかった。ホタル
が減少したのは、白井川の下流に流れ込む黒田川流域で、黒田川の中流以降で
はホタルは見られなかった。前回より増加したのは、支流の丸本川流域で、上
流、下流とも以前より長い期間、数多くのホタルが見られた。
８【解説】
は、調査の方法、は目的、は結果からの考察で、は、調査結果であ
る。したがって、正解は、次のようになる。
Ⅰ 調査目的 
Ⅱ 調査方法 
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Ⅲ 調査結果 
Ⅳ 結果の考察 
９【講義】レポートを書く手順
１ 目的・題目を決める。
ポイント：「内容が具体的であること」「絞り込むこと」
２ 題目に関する情報を収集する。
ポイント：まず自分の知識・経験を利用する。→ブレイン・ストーミング
次に、図書館・インターネットを利用する。
３ 主題、データ収集の方法を決定し、執筆条件を確認する
ポイント：主題や情報収集の方法と時間のバランスを考慮する。
４ 調査・実験を行う。
５ 資料を整える。
６ アウトラインを作る。
７ 書く。
10【実習】レポートを書く
次に示したものは、文化庁が2001年に実施した「国語に関する世論調査」
の一部で、「電子メールを使う上での意識」について質問した項目の結果デー
タです。
この項目は、ふだん電子メールを使っている人に、電子メールのやりとり
で感じていることを、その良い面と悪い面とを対比させる形で質問したもの
です。具体的には、表に挙げた①～⑨のそれぞれについて、そのように感じ
ることがあるかどうかを尋ねています。表で、①と②、③と④、⑤と⑥、⑦
と⑧はそれぞれ対照的な内容であり、いずれのペアも前者が悪い面、後者が
良い面を意味しています。
以上のことを踏まえ、このデータをあなたが調査結果として得て、その報
告書を書くことになったと仮定しましょう。そこで、そのレポートの中心と
なる部分について、概略つきのアウトラインを示しなさい。
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年 齢 別
全体
10～19 20～29 30～39 40～49 50代 60～
①電子メールは書き言葉なのに、話
すような言葉で書く人がいて、お
かしい
19.4 16.7 18.2 19.0 15.0 34.7 25.0
②電子メールは話すように書けるの
で、思ったことが言いやすい
75.1 81.7 85.5 73.6 62.6 73.5 60.7
③電子メールは必要以上にだらだら
と長い文章になりがちだ
18.2 31.7 22.0 17.8 12.1 10.2 7.1
④電子メールには要点だけを書くの
で、簡潔なやりとりになる
79.9 68.3 77.4 81.0 77.6 91.8 100.0
⑤電子メールは言葉遣いがなれなれ
しくなる人がいて、不愉快だ
10.4 10.0 10.7 9.2 9.3 16.3 10.7
⑥電子メールでは打ち解けた言葉遣
いができるので、相手と親しくな
れる
53.9 78.3 65.4 49.1 45.8 28.6 39.3
⑦（^^）や m(_ _)m などの顔文字はふ
ざけた感じがして失礼だ
11.3 1.7 10.1 7.4 15.0 28.6 17.9
⑧（^^）や m(_ _)m などの顔文字を見
ると、発信者への親しみを感じる
56.9 81.7 62.3 55.8 50.5 34.7 42.9
⑨電子メールでは必要以上に人を攻
撃したり、嫌みになったりする人
がいる
21.6 16.7 20.1 22.7 26.2 22.4 14.3
11【解説】
このレポートはタイプのレポートです。そこで、アウトラインの中心に
なるのは、
１ 調査目的
２ 調査方法
３ 調査結果
４ 結果の考察
だと考えればよい。
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12【まとめ】
レポートの基本：調べて報告する
レポート作成のコツ：型を利用する
二つのタイプ：
タイプ：その問題について、すでにどのようなことが考えられて（分
かって）いるかの情報を集めてまとめる。
Ⅰ 問題（テーマ）の提示
Ⅱ 調査方法（情報源）
Ⅲ 収集した情報の説明
Ⅳ 情報の分析・考察
Ⅴ 〈参考文献〉
タイプ：その問題について、実態・実情・現象を自分自身の手で調べ
る（調査・実験・観察）。
Ⅰ 調査目的（問題提起）
Ⅱ 調査方法
Ⅲ 調査結果
Ⅳ 結果の分析・考察
Ⅴ 〈参考文献〉
Ⅵ 〈資料〉
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